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らくがんくらわんか

『波佐見町講堂』
1937年、波佐見尋常高等小学校の講堂兼
公会堂として建てられたもので、昭和初期
の木造洋館として大変貴重で、2010年に
国の登録有形文化財に指定されました。現
在は多目的ホールとして利用され、音楽イベ
ントなどが行われています。

「ものづくり」と観光を融合した
クラフトツーリズムに力を入れています

長崎県を代表するやきものの里、波佐見町
「ものづくり」と観光を融合した
クラフトツーリズムに力を入れています

三浦裕介今月の さん
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のどかな田園風景の中で開催される波佐見
町恒例の夏祭り。遮るものが何もない田んぼ
の中から打ち上げる約1,000発の花火を間
近で楽しむことができます。
※状況により中止になる場合があります
と　き：8月28日（金）18時～21時
ところ：はさみ温泉「湯治楼」周辺
　　    （波佐見町長野郷558-3）
問合せ：波佐見町観光協会☎0956-85-2290

6月20日、波佐見・有田インター近くに「はさ
み観光案内所」がオープンします。波佐見町の
観光案内・情報発信などのほか、レンタサイク
ル（4時間500円、8時間1,000円）やレンタ
カー（料金などは車種によって異なる）の申込
みも受け付けます。
場　　所：波佐見町折敷瀬郷89-3
営業時間：10時～18時　  定休日：水曜日
問  合  せ：☎0956-59-6280

波佐見観光がさらに便利に！
「はさみ観光案内所」

はさみ夏まつり

波佐見町を拠点とするクリエーター集団「金富良舎」
が企画開発したお菓子。陶器の産地、波佐見の風景をか
たどった口溶けの良い落雁（3種類、1箱9個入り）です。
※波佐見町内の4店舗（くらわん館、No.1210、HANAわくすい、
　アイユー）で販売中

古代から近世にかけての世
界を代表する窯12基を再現
した「世界の窯広場」が見ど
ころ。日本古来の野焼き窯や
登り窯をはじめトルコやイギ
リスのレンガでできた美しい
窯など、さまざまな形の窯が
展示されています。

やきもの公園

虚空蔵山の裾野に広がる、日
本の｢棚田百選｣にも選ばれた
名勝地です。石垣であぜを築
き、段々に重なった棚田の風
景は美しく、訪れる人の心を
和ませてくれます。9月には
｢鬼木棚田まつり｣が開催され
ます。

鬼木棚田
お に ぎ

こくうぞうさん

こ ん ぷ ら し ゃ

らくがん

波佐見町
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く
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、地
域
経
営
の

分
野
で
仕
事
を
探
し
て
い
る
中
で
波
佐
見
町
観

光
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縁
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き
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な
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。
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西
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０
０
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光
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れ
る
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光
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光
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携
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入
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光
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取
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す
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ャ
ン

プ
場
よ
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る
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も
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り
ま
す
。
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光
協
会
は
、今
年
度
か
ら「
観

光
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切
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り
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く
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取
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ら
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佐
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は
考
え
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が
柔
軟
で
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し
い
事
に

挑
戦
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た
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が

多
い
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で
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さ
ん
と
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を
出
し
合
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ら
観
光
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営
に
つ
い
て
じ
っ
く
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れ
る
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る
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さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

お出掛けの際は開催状況を事前にウェブサイトやお電話でご確認ください。

90陶郷中尾山
波佐見焼の窯元が多く集ま
り、れんが造りの煙突、路地裏
など、昔ながらの風景が広がっ
ています。高台にある中尾山
展望台からは中尾山の街並み
と共に世界最大級の登り窯跡
を眺めることもできます。

西の原地区
波佐見町講堂や昔な
がらの食堂、駄菓子店、
波佐見焼の旧製陶所
の建物を利用した雑貨
店やカフェなどがあ
る、波佐見町で最もに
ぎやかなエリアです。

波佐見町陶芸の館・
観光交流センター
波佐見町の観光交流の拠点施設で
波佐見町観光協会もこの中にありま
す。1階の「くらわん館」では地元特産
品の販売や町内36社のメーカー・商
社の器を展示販売し、2階は波佐見
焼の資料館になっています。

畑ノ原窯跡
1599年、朝鮮の陶工で大村藩に
帰化した李祐慶が畑ノ原に築き、
初めて磁器を製作したといわれる
朝鮮式連房登窯を復元したもの。
磁器窯としては日本で最も古く考
古学的にも貴重な史跡です。（国指
定史跡）

りゆうけい

波佐見町陶芸の館・観光交流センター

やきもの公園
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西九州自動車道

陶郷中尾山
波佐見焼の窯元が多く集ま
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波佐見町の新しいお土産

福岡県北九州市出身。20～30代は中国やアメリカ
など海外勤務を経験。その後、北九州市立大学に入
学し、地方創生やまちづくりについて学ぶ。2019
年5月から（一社）波佐見町観光協会事務局長。


